
静岡県には、豊かな自然環境と大消費地に近接した立地条件を活かし、長い歴史と伝統の中で
多様な在来産業が育まれてきました。

近現代八（産業・経済） 掲載資料（35、36頁）

第６回 県輸出雑貨見本市 〔昭和46年版〕

第６回見本市には102社、４団体が参加し、宝石箱や竹製

品などが出品されました。

静岡市で開催された静岡鏡台家具見本市〔昭和53年版〕

伝統的な鏡台生産の工芸技術が活かされたサイドボード

（洋茶棚）は、本県の特産品です。

浜松を代表する楽器工業〔昭和37年版〕

所得の向上にともなう楽器需要の高まりを受け、昭和36年

には目標の100億円を大幅に上回る123億円の生産実績を記

録しました。浜松は、全国の楽器生産額の約90パーセントを

占めていました。


